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１　 は じ め に

平 成23 年 度 に 広 島 大 学 に 提 山 し た 学 位 論 文 「数 学 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 展 開 す る 授

業 榊 成 原 理 の 研 究 」 に つ い て の 紹 介 原 稿 を 、 森 川 幾 太 郎 会 長 よ り 依 頼 を さ れ た 。 東 北 に て

お 世 話 に な っ た 身 と し て 、 他 と は 少 し 異 な る 原 稿 を 書 か せ て 頂 こ う と 思 っ た 。

福 島 大 学 か ら 埼 玉 大 学 に 転 勤 を し た の が1991 （ 平 成3 ） 年 で あ っ た 。 ５ 年 程 度 の 福 島 大

学 で の 仕 事 で あ っ た が 、 東 北 数 学 教 育 学 会 及 び 東 北 ・ 北 陸 数 学 教 育 基 礎 的 研 究 会 を 通 じ て

多 く の こ と を 学 ん だ 時 期 で あ っ た 。 埼 玉 大 学 に 着 任 し て か ら は こ の 時 期 の 研 究 の 一 つ で あ

る カ リ キ ュ ラ ム 編 成 原 理 に つ い て 熊 点 を 当 て 、 そ の 延 艮 と し て 数 学 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

能 力 の 育 成 と そ の 関 連 内 容 を 研 究 課 題 と し て 取 り 上 げ て い っ た 。

そ れ ら の 研 究 の 最 初 の 論 文 が 東 北 数 学 教 育 学 会 年 報 第23 号 （1992 ） に 掲 載 し た 「 数 学

的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 へ の 視 点 一 小 学 校 第 １ 学 年 『100 ま で の 数 』 の 授 業 を も

と に し て ー 」 で あ る 。 埼 玉 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 佼 の 先 生 が た と の 共 同 研 究 で あ り 、r 現

場 で の 授 業 実 践 を 基 に 創 っ て い く 」 と い う ス タ ン ス で の ス タ ー ト で あ っ た 。 そ の 後 、 附 属

小 学 校 及 び 附 属 中 学 校 、 ま た 、 公 立 小 学 校 ・ 中 学 校 の 先 生 が た と の 共 同 研 究 を ７ 年 ほ ど 続

け 、 授 業 実 践 を 基 に し た 研 究 を 日 本 数 学 教 育 学 会 を 中 心 に 発 表 し て き た 。 そ し て 、 そ れ ら

の 研 究 の 第 １ 段 階 の ま と め に 相 当 す る も の が 、 拙 著 『 数 学 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育

成 』 （ 明 治 図 弁､1998 ） で あ る 。

1998 年 の 出 版 の あ と は 、 主 に 理 論 研 究 へ と 進 ん だ 。 理 論 研 究 の う ち 、 学 位 論 文 に お い

て 多 く 用 い て い る の が 、 「 あ る 算 数 科 の 授 業 に お け る 意 味 と シ ン ボ ル と コ ミ ュ ニ テ ィ の 相

互 的 構 成 」（11 木 数 学 教 育 学 会 誌 「 数 学 教 育 学 論 究 」 、Ｖｏｌ.77,2001 ） で あ る 。 こ の 論 文 は 、

Sfard, Ａ. の “S ｙmboli ｚｉｎｇ Ｍ ａtｈｅｍ ａtｉｃａｌ Ｒｅａｌｉty int ｏ Ｂｅｉｎｇ － Ｏｒ Ｈ ｏｗ Ｍ ａtｈｅｍ ａtical

Di ｓｃｏｕｒｓｅ ａｎｄ Ｍ ａtｈｅｍ ａtｉｃａ１ ０ ｂｊｅｃtｓ Ｃｒｅａtｅ　 Ｅ ａｃｈ Ｏtllef 【ln P.Cobb ， Ｅ.Ｙａｃｋｅ１，＆

Ｋ, Ｍ ｃＣ 】ａｉｎ（Ed ｓ.）、S ｙmb011 ｚｉｎｇ ａｎｄ　 Ｃｏｍ ｍ ｕｎｉｃａtｉｎｇ　 ｉｎ Ｍ ａtｈｅｍ ａtic ｓ　 Ｃｌａｓｓｒｏｏｍ ｓ

（ｐｐ.37-98 ）. Ｌａｗｒｅｎｃｅ Ｅｒlba ｕ ｍ Ａｓsｏｃｉａtｅｓ. 2000 ） を 基 本 文 献 に し た も の で あ る 。 な お 、

Sfllrd の 研 究 は 、 こ の 論 文 あ た り か ら 言 語 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 組 み 込 ん だ 研 究 へ と 大

き く 転 換 を す る 。

学 位 論 文 の 作 成 に 取 り か か り 始 め た の が こ れ ら の 理 論 的 研 究 を 明 ら か に し た 後 か ら で あ

る が 、 文 部 科 学 省 の 仕 事 が 平 成13 乍 度 小 中 学 校 教 育 課 程 実 施 状 況 調 査 よ り 平 成20 年 版 学

習 指 導 要 領 改 訂 及 び そ の 関 連 事 項 ま で 続 き 、 論 文 作 成 は か な り ゆ っ く り ペ ー ス と な っ た 。

そ し て 、 縁 が あ っ て 、 広 島 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 の 岩 崎 秀 樹 教 授 の 指 導 を 受 け る こ と が

で き 、 学 位 諭 文 を 完 成 さ せ る こ と が で き た 。 ま た 、 そ の 過 程 で は 、 平 林 － 柴 先 生 の ご 指 導

を 頂 く こ と も で き た 。
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２　研究の目的と課閣そして日次

学位論文の研究目的は､数学的コミュニケーションを展開するための理論の構築にあり、

同時に実践的側而からは、子どもたちの数学的コミュニケーション能力の青成を図る授業

構成の原理を考察することとした。そして。そのための４つの研究課題を設定した。また、

これら４つの研究課題を追究するための準備的考察と必嬰な慨念規定として、「コミュニ

ケーションモデルの設定とコンテクスト概念の検討」、「意味と表現との相互構成的な関

係の理論的・実証的検討を基にした数学的コミュニケーションの規定」、そして、これら

の検討と規定を基にし、既存の数学カリキュラムの特徴をも踏まえての「数学的コミュニ

ケーション能力の定義とその構成要素の提起」をし、さらに、その能力概念がどのような

特徴をもっものとして位置づくかを明らかにしている。そして、これらの規定を基にして、

数学的コミュニケーシSj ンを展I川する授業をつくるために、数学的コミュニケーションの

内部的構造と外部的構造を分折し、それらから授業構成原理を構築することへと進んだ。

［研究課題１］算数数学の授業における数学的コミュニケーションの内部的構造、すなわ

ち､表現の使用と意味構成における言語的コンテクストの自己組織の特徴を明らかにする。

［研究課題２］算数数学の授業における数学的コミュニケーションの外部的構造、すなわ

ち、表現の使用と意味構成に伴うメタレベルのコンテクストである社会的コンテクスト、

特に学級の規範の役割及び外部的構造にひらかれた学級というコミュニティの役割を明ら

かにする。

［研究課題 ３］数学的コミュニケーションの内部的構造と外部的構造との統合のための枠

組みとしてのコミュニケーシEjン構造理論を提起する。

［研究課題４］数学的コミュニケーションの内部的構造及び外部的隣造の特徴を基にして、

また、統合的なコミュニケーション構造理論を基にして、数学的コミュニケーション能力

の育成が図られるような授業をどのようにつくっていけばよいかを考えるための視点を明

らかにし、これらから授楽腸成の在り方を提言する。

論文の目次は次のようになっている。
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数学的コミュニケーション能力の規定

１　数学的コミュニケーション能力の定義及びその構成嬰素
２　数学的コミュニケーション能力の構成要素の具体化

３　数学的コミュニケーション能力の構成要素の規定の背景

４　算数数学授業におけるコミュニケーション能力規定の袖足

５　コンビテンス概念に基づく数学的コミュニケーション能力の発達
第１章のまとめ

数学
的コミュニケーションの内部的隋造の検討

本研究における本章の位置
言語的コンテクストの自己組織の明確化

＆語的コンテクストの転換による意味の構成
言語的コンテクストの自己組織の広がり
１　既習の表現の使用の仕方の発展による新たな表現と意味の構成

２　複数の襄現の関連づけによる新たな意味の構成

数学
的な意味の構成における公共的な言語的コンテクストの役割

１　公共的な言語的コンテクスト

２　数学的な意味の構成におけるコミュニケーション機能の分析
第２章のまとめ

数
学的コミュニケーションの外部的構造の検討

本研究における本章の位置

規範という社会的コンテクストの役割

規範の規定
活勁の在り方を規定する規範

規範という社会的コンテクストの構成
４　愉意形成の特徴及び情緒的行動の自覚における規範の役割

外部的構造としてのコミュニティ

１　数学的コミュニケーションにとってのコミュニティの役割
２　多Ｍ的なコンテクスト構造

３　多層的なコンテクストの構成行為

１　数学的コミュニケーションにとってのコミュニラ

２　多層的なコンテクスト構造
３　多層的なコンテクストの構成行為

４　外郎的隋迭にひらかれた学級というコミュニティ
第３章のまとめ

数学的コミュニケーションの内部的構造と外部的構造の統合
本研究における本章の位置

1 バ　 昆 討 禦 盤; 畠 潜 心 混 陥 ぷ総 畿 雛
４

１ｊ ｊ　 昌 始 暦 昌 ねぷ ぶ 皆 惣 門 票 ‰i
大 に に

、

4
｀51;　la

ふ琵21 三を
ヶ－ションの展開と数学的コミュ二ヶ－ション能力育成

のため

a:　？　姦零箭 竹 彗 惣 劈 。
伽､ ６
．。
如 ５ エヶ_ シ。ンｔヵ４ 卜

§寸 尹 匙 昌 募 言 昌 昌 絲 ｎ 起 ９ ” ゛ ら 之゛ ゛ 実゛

；５ ． ０

Ｅ５ ． １

：５ ． ２

１５ ． ２

：５ ．　２

：５ ． ３

り ． ３

：５ ． ３

：５ ． ３

：５ ．4

15. ４

：５ ． ４

１５ ， ４

ｒ５ ． ５

:終章　木
：６．１

６｡ １

６．1
6.1

２　社会的コンテクストの規範化と授業

統合的なコミュニケーション構造理論に基づく授業構成の諸課題

１　統合理諭に基づく授業構成の原則

２　統合理論に基づく授葵構成の事例
３　実践への方向づけ

相互構成性に基づく授業構成原理
１

２

３

授業構成卵理の骨格

算数数学の表現を媒介にした活動の充実一言語ゲームｉ の展望一
算数数学の授業実践に向けて
章のまとめ

研究の総括と今後の課題
研究の結綸と成果
１

２

３

課題1　「数学的コミュニケーションの内部的構造」について

課題２「数学的＝ミュニケーションの外部的構造」について

課題３「内部的構造と外郎的構造の統合」について

83

Akita University



6

6

6
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1
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４　課題４「授業構成の在り方」について
５　研究の成果

研究の意義

今後の課題

このような論文構成であるが。本稿では、論文作成上いくつか留意した点について述べ

ておきたい。それらは、理論構築上で要となるところや、論点になるところで学術的な立

揚を明確にした点でもある。

３　 コミュニケーションモデルの設定とコンテクスト概念の重視

－コミュニケーションの内部的構造と外部的構造との接続を見通してー

コミュニケーションモデルとしてコードモデルと推諭モデルとがあるが、本研究では、

推諭モデルを採用し拡張して使用した。コンテクスト概念を持たないコードモデルだけで

授業でのコミュニケーションを考察することは無理であり、また、コンテクスト概念に注

目することによりそのコミュニケーションの内部的構造と外部的構造を接続することが可

能と考えたからでもある。

コミュニケーションモデルとしての「推論モデル｣ とは次のようなものである。なお、

｢言語的コンテクスト｣ の名称は本研究でのものであり、通常は｢ コンテクスト｣ と呼ば

れている。このように名称を変えたのは、社会的コンテクストと対応させてコミュニケー

ションの内部的構造と外部的構造を捉えやすくするためである。

発話者から受け収った表現Ｐに対してそれをどう解釈(理解)すればよいかというとき

に、発話者の意図を推測して言語的コンテクストを自己組織し、そのコンテクストを基に

解釈(理解)Ｑを導き出す。このとき、その言語的コンテクストをＰ→Ｑというように記号

化して説明すると、言語的コンテクストを、｢発話の理解にあたって、発話の内容と共に

推論(infbｒｅｎｃｅ)の前提として用いられ、結論を導く役割をする想定(ａｓｓｕmptｉｏｎ)｣') と

考えることができる。このような言語的コンテクストとは、発話の理解にあたって、それ

を理解しようとする者が自己組織するものである。なお、このような前提や前提となるも

のの集合は、互いに関述づけられ、何らかの構造をもったものとして考えられる。

このようにしてコミュニケーションにおける発話の理解をすること、いいかえれば、発

話に対する意味の構成を捉えることが、推論モデルの基本となる。したがって、その際に

どのような言語的コンテクストを自己組織したかが指:要であり、そこに着目し、それを探

ることが、また、そのことを授業場面の中で探ることが、木研究において推論モデルを使

ってコミュニケーションを捉え分析する際の基本となる。そして、推論モデルを、結論Ｑ

の部分を、理解の現れとしての発話や学習活動、さらには、問いＰに対する答えとしても

捉えることにより拡張する。そして、このようなコミュニケーションモデルを用いて、数

学的コミュニケーションの内部的構造を探ることになる。

４　コミュニケーションの数学性の規定の仕方

一数学的な意味と表現の相互構成的な把握－

コミュニケーションの数学性については、金本(1998)において、コミュニケーションが

成立している場におけるコンテクストの中の重要な部分として｢ 数理的な事象について考

84

Akita University



えている」ということが存在しているということと、「算数数学の多様な表現・表記が使

える」ということでもって規定をした２’。この２つの而への着目は、相互構成性の考察3）

を経て、Sfaｒd,Λ｡（2000 ）の論文“ に依拠しながら、また、後期ウィトゲンシュタイン哲学

を背景にしで ’、金本（2001 ）において理論的・実証的に考察したこと６’を基に改めて論じ

ることになる。

なお、拙著（1998 ）で示したことについて、菊池兵一先生（埼玉大学名誉教授）から私儒

を頂き（1998 ）、我が国において「数学的」をどのように捉えるかということに関して、かつ

て『算数と数学』誌（1966，Ｎ０.174及びＮ０.175）において「数学的な考え方とは」という特集

がもたれ、我が国の中の数学教竹学研究者・数学研究者・学校関係者らが様々な意見を述べる

中で、「数学的」を規定するに当たっては意見が分かれ、それらは、（ｉ）算数数学の表現の使

用の仕方でもって規定する意見と、（ii）思考の仕方でもって規定する意見とに分けることがで

きるとのご教示を頂いたことを期しておきたい。このように整理をした場合、本研究は前者の

立場と同様の立場をとっているということができる。菊池兵一先生の私信の内容については、

小生の学位論文には理論構成上うまく盛り込めなかったが、『算数と数学』誌（1966，Ｎ０.174

及びＮ０.175）での識論は、我が国の数学敬育界の貴jRな遺産であると思う。

本研 究 で はそ の 「数 学性 」 を 、後 期 ウィ ト ゲン シ ュタ イ ン哲 学 を背 景 にし た

Sfllｒd,Λ｡（2000 ）の論文に依拠することにより、数学教育学研究上の理論的基盤を明確にし

て規定をし、かつ、そのことを心理学的研究”の援用により実証性の補完としている。

すなわち、意味とは、表現の使い方として構成するものである。授業では、すでに構成

されている様々な意味との何らかの関連や発展として、新しい表現の使用あるいは既存の

表現の新しい使用とともに、新しい憲味が構成すると考える。 このことに関連して、

Sfaｒd（2000 ）が意味に閔する従来の捉え方を次の３つにまとめていることに着目をしてお

く（金木､2001 ）。第１は古典的な客観主義の立場で、数学的な表現とそれが表現する数学

的対象を想定し、後者を意味として捉えることである。 第２は構成主義の立揚で、意味を

人間の精神の力によって創造されたものとして捉えることである。第３は相互作用主義の

立場で、意味は他者との相互作用の巾から生じるものとして捉えることである。そして、

これら第２と第３の立場は、第１の立場に比べ意味の捉え方が人間の経験のメカニズムへ

と視点を移していることを評価しつつ、まだなお、これら３つの立場が意味と表現とを分

離して捉えていることを批判する。そして、第４の立場は、分離することのできない相互

構成的なものとしての意味と表現である。意味と表現とを「分離することのできない単一

体」（Sfllｒd,2000,p.44）として捉えるということである。本研究において数学的コミュニケ

ーションの慨念を規定するにあたって、このような Ｓｆａｒd（2000）の捉え方を根拠としてい

る。その捉え方には、Sfaｒd（2000 ）も述べるように、ウィトゲンシュ タインの「語の意味

とは、言語におけるその使用のことである」（『哲学探究』１部43 節）という後期ウィト

ゲンシュタイン哲学が背景にある。

このような立場に立つことにより、授業でのコミュニケーションの数学性を、いいかえ

れば数学的コミュニケーションの規定を、コミュニケーションにおいて使用する算数数学

の表現に依拠して規定をすることができる。本研究では、次のように規定をした。

「数学的コミュニケーションとは、数理的な事象に関わるコミュニケーションであり、

また、算数数学の表現を使用しているコミュニケー ションのことである｡」
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もちろん、このように数学的コミュニケーションを定義した場合、検討しなければなら

ない問題が２点生ずることになる。その第１の点は、「算数数学の表現を使用している」

といったときの「算数数学の衣現」とはどこまでを指すかという点であり、また、第２の

点は、「算数数学の表現を使用している」といったときの「使用の仕方」をどう捉えるか

という点である。ただ、本稿では、その論述の紹介は省略したい。

５　 公 共性と相 互構成性 に 依拠 した統合的コミュニ ケーション理 論の提 起

数学 的コ ミュニ ケー ションの内 部的構造と外部的構 造をつな ぎ拡張的 ・一貫的 に捉 え、

統合的 コミュニ ケーシ ョン理論を 構築するに当たっ て用いてい るのが 、公 共性 と相互構成

性 の ２つであ る。 まず は、 コン テクス トの公共性へ の着 目に よる言語 的コンテ クス トから

社会的 コンテ クス トへ と拡張的 に捉え、一貫的把握 と統合的 コミュニ ケーシ ョン 理論の 提

起を行 うこ とになる。 そし て、そのこ との妥当性を 相互構成性 で押 さえるこ ととなる。

授業 におい て考えを 公共化す るとは、その授業 の目標 との 関わ りで考えや 意味 が共 有さ

れ るこ とで ある と捉 える(cE 金 木､2001) 。 そ れ は、教 師 と子 どもた ちに よっ てな され るも

の であり、 しかも 、教師 と子 どもだち との非対 称的 関係性 のもとで 、授業の 目標 との関 わ

りの中で考 えや 意味 の妥当性の 吟味や判断 の上 になされ るものであ る。し たがって 、授業

では 様々な 考えや 意味が共 有されるが 、そ のす べてが適切 なもの とされる わけでは ない。

授業 におけ るコ ミュニ ケーシ ョンを捉 えるた めには、共有 とい う概念を設定 しつつ その中

に公 共化 とい う概念 を設定 しなければ 、授業 のもつ コ ミュニケー ションの本 質は解 明でき

ない と考 える。子 どもの考 えが公共化 され るとい うこ とは 、111に 共 有される だけで はなく 、

そ の授業 の目標の 実現 として｢ み んな で決めたこと｣ と してその 考えを理解 し、 また、そ

の考えを 基に して 学習を進 めていくべ きものとして理解 すべき ものである とい うことであ

る。 教師 の指 導性 の下で 、｢ み ん なで創っ てい く｣ こ とを本 質 として捉 える と言っ て もよ

い であろ う。 そ して、こ のよ うな公共化 されたもの の中で、それ が推論や 意味 の構成 にあ

たって 前提と される とき 、それを 「公 共的な言語的 コン テ クスト｣ と呼び 、数 学的コ ミュ

ニケー ション の内 部的 構造と して捉 える。

こ のよ うな授業 の中 での問題解 決及び意味の構成活 動は、 他方で、そ の活動 の仕方 とと

もに存 在してい る。それ らは 切り離すことのできない もので あるとの認 識の 下、活勁 の仕

方に熊点 を 当て、学級の規 範(ｎｏｒｍ)とい う社 会的コンテ クストへ とつなげ るこ とになる。

規 範とは、｢対 人的な相 互行為に より協定される社会集団 にお ける価値 基準｣( 大 谷､1999)

と い う捉 え方を採 用する ”゙。 また 、規範性(ｎｏｒｍａtiｖitｙ)の 核心 には ｒＯＯ す べし｣ と い う

当為 の 様相 がある9) 。 このこ とか ら、｢ 社 会集団 にお ける価 値基 準｣ は 、教 師 と子 どもた

ちに よっ て構 成され共 有され たものと考 えられ るが、他方 で、教師 と子 どもたち との関係

性が 非対 称的な もの である ことか ら、｢ かく すべ し｣ と い う指図 主義(井 上､1998) 的 特 徴を

持つ もの も含 まれ ること とな る。 この ような規 範を授業 にお ける社 会的 コン テ クストと し

て捉 える。

社 会的 コン テ クス トに 関する 研究 にお いては 、Cobb ら の 研 究' ゜'が 欠 かせ ない。Cobb

らは 、算数 数学の 学習活動 に伴 う規範 を、社会 的規範(sｏｃｉａｌ　ｎｏｒｍ８)及 び 社会数 学的規 範

(ｓｏｃｉｏｍａtｈｅｍａtｉｃａｌ　ｎｏｒｍｓ)と して明 らかにしてい る。 社会的規 範は、 算数数 学とい う教

科 に特定 されない もの としてある。 また、社会数学的 規範は、算 数数学 とい う教科の特 質

86

Akita University



に応 じた活勁 に関わ る規範で ある（Cobb ＆ Ｙａｃｋｅｌ,1998 ； Cobb, Ｙａｃｋｅｌ, ＆ Ｗｏｏｄ,1989 ；

Yackel ＆Cobb,1996 ）。 この ような規範 が、「数学的な 意味の構成 活勁 の在り方 」を決 め

てい くこ ととな り、そ して 、「数学 的な 意味の構 成活動 」の 準則 として機 能す る こととな

る。 しかも、 教師 が 実現し たい 授業 の目標との 関連 で 「意味 の構成 活動 の在 り方」 を構想

してい く こと となる。 そ の意味で 、学 級の構成 員 によって 「創 られ 」、 公共化 され たもの

と して 存在 してい る と言 うことができ る。 この ようにし て、数学的 コ ミュ ニケー ションの

内部的 構造 と外部的構 造を 統合する コミュニ ケーション理 論を構築 してい くこと になる。

そして 、その ことを 保証す るもの として、意味 とコミュ ニテ ィ との相互構成 性を明 らかに

するこ とにな る（cfl金 本､2001 ）。

言語的 コンテ ク ストから 社会的 コンテ クス トへと拡張的 ・一貫的 に捉 えて統合理 論を 膚

築して いく ために、社 会的 コンテ クストを体現 してい るものとして の学級 の文化 と、学級

の構成 員とそ れらに よる活 動とを含 めて学級 とい うコミ ュニティを 規定す る。 い わば、数

学的 コミュニ ケーショ ンの 外部的構 造としての コミュニテ ィであ る。 そ して、こ のコ ミュ

ニテ ィと意味 との相 互構成性 を根拠に 、意味構成 の活助 とコミュニ ティ構 成の活 動までを

一体的 に捉え る統合理 論と して構築を するこ とになる。

学級 として のコ ミュニ テ ィの定義は 次の通り であ る。

コミュニテ ィとは、 社会的 規範や社 会数学的 規範、ま た、現に 取り組 んでいる問 題に対

す る 数 学 的 実 践、 お よび 、 そ の コンテ ク スト を 共 有 し 、そ こ に 何 らか の 「 参加 構 造

（paｒticipatｉｏｎ stｒｕｃtｕｒｅ）」¨）をもっ た教師 と子どもたち による集団 のこ とであ ると考え る

（cfl金 本､2001 ）。

ここで のコミュニテ ィの 規定におい て重要 となるのは 、コミュニ ティ を理想の “姿”あ

るい は日指す べぎ 姿”と している のではない とい うこ とである。 その ような “姿” とし

て コミュニテ ィを捉え る立 場として、 例えば、 ランバー ト（1995 ）が ある ”’。

ランバ ー ト（1995 ）は 、 授 業を新 しい 種類 の実践 として 、す なわ ち、「参加者 を真 正の 数

学 活動 に携 わ らせ る 実践 」（p.232 ）と して 捉 える。 そ れは 、 教室 で 〈数学 を わかる〉 こ と

を 学問と して 〈数 学をわか る〉ことに近づ ける とい うことであ る。そ して、そのよ うな くわ

か り方 〉がな されてい るの が数学 のデ ィス コー スコ ミュニ ティ（diｓｃｏｕrｓｅ　ｃｏｍｍｕnitｙ）で

あ り､ そ のよ うなデ ィ スコー スコ ミュニテ ィヘ と近づ けてい くこ とが 大 切で ある と述べる。

ま た 、こ の よ うな コ ミュ ニ テ ィへ の 着 目は、ＮＣＴＭ の “Ｐｒｏｆｅsｓiona1　St ａｎｄａｒdｓ　fbｒ

Ｔｅａｃｈｉｎｇ Ｍａtｈｅｍａticｓ”（1991 ）に おいて も示 され゛、教 師が身 につ け るべき指 導法の 一つ

として、「ディ スコース を推進 し、数学的 なコミ ュニ ティ（ｍａtｈｅｍａtｉｃａｌ ｃｏｍｍｕnitｙ）の セ

ン スを育成 する方法 」（ｐ.151 ）を 掲 げる。

た だ、 本研 究で は、「数 学のデ ィスコー ス コミュニ テ ィ」 へ近づ け てい く とい う 立場 は

とっ ていない。 コ ミュニテ ィの着 目の重嬰性は 押さえつつ も、本研 究で は、 コミュニテ ィ

とは 。学級 としてそ こに成 立してい る集団に対 して用い ている。そ れ 故、“ よい ”コミュ

ニテ ィもあれ ば“ 悪い ”コミュニテ ィもあ るとい うこ とである。そ こ に存在 して いる 学級

とい う集団 をその ままで コミュニテ ィ として 規定してい く。この ような立場 をとる 理山は、

コミュニテ ィを 口標 として 設定す るのではなく 、現実に 日の前 に存在す る もの を捉え 分析

し 、そこにお ける授業 実践 から授業構 成の ための示 唆を 引き出そ う とす るた めで ある。 ま

た、こ のよ うな立場 は、 上野（1999 ）の 主張 に近い¨’。 状況的 学 習論 の立場 に立つ 上野は 、
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「コミュニティは、コンテキストの組織化の一形態なのである」（ｐ.128）と述べる。本研

究ではこのような考えを含み込みながら、前述のような規定をしたことになる。

６　統合的コミュニケーション理諭に基づく授業構成原理

数学的コミュニケーションの内部的構造と外部的構造とを拡張的・一貫的に捉えること

によって、統合的コミュニケーシEI ン理論が成立することになる。それを、次の６点によ

って特徴づけた。

（1） 主体はコミュニケーションを通して数学的な意味の構成を行う。

（2） 主体は数学的な意味の榊成に当たって、授業の目標に関わる公共的な言語的コンテ

クストに依拠しながら行う。

（3） 主体は数学的な意味の構成活動に当たって、学級とい うコミュニティの社会的コン

テクストに準拠して活動に取り組む。それとともに、学級というコミュニティの社会

的コンテクストをもつくっていく。

（4）数学的な意味の構成活動とその活勁での主体の在り方とは同時的に存在する。

（5） 主体の数学的な意味の構成は、主体がコミュニケーションを行うコミュニティと不

可分の関係にあって、いわば数学的な意味とコミュニティは相互に構成されるといっ

てよい。

（6） 主体の数学的な意味の構成活勁の在り方は、主体がコミュニケーションを行ってい

るコミュニティの在り方を決めるとともに、そのコミュニティで公共化されている社

会的コンテクストに依存をする。

そして、その統合理論を基に授業構成原理を示すことになる。まず、次の点を原則とし

て示す。数学的コミュニケーションの内部的構造及び外部的 構造とそれぞれの特微から示

唆を引き出すだけでなく、この統合された理旨より示唆を引き出すに当たっては、特に前

記の（3）㈲（5）で示した「同時的なが在」・腫］互I荷成性」という特徴に依拠することとなる。

《数学的コミー｡ニケーションにおいてコミュニティの果たす役割を重視し、授業におけ

るコミュニケーション活動においては数学的コミュニケーションを促す手立てを講じるこ

とと同時に、よりよいコミュニティ構成に向けた収り組みをすることが必要である。》

その上で、理論構築において基本としてきた「算数数学の表現の使用」と「公共化」を

横軸に据え、コミュニティ構成と一体的なものとしての構造をもった、数学的コミュニケ

ーション能力の育成を図る授業構成原理の骨格を次頁の図のように示すことになる。

個々の授業において、また、単元や年間の指導計画において、これらの項目を位置づけ

ていくこととなる。

７　お わりに

学位諭文を作成する過程で要点となるところ、また。論点になるところがあり、そのい

くつかを少し紹介させていただいた。論点については、論文としての一一一貫的な“筋”を創

り出すために、自分自身の学術的立場を明確にすることになる。 自分が学校現場と艮く関

わり感じてきたものを“思い”として。自らの立場を明確にし、どのような“筋”を創っ

てきたかを語りながら論文 の概嬰を紹介することの方が、東北でお世話になり見守ってい

ただいていた者として、また、批判的検討をしていただくためにもよいように思った次第
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である。このような機会をいただいたこ

〈個人 への 働きか け〉

とに感謝をしています。

〈コミュニティへの働きかけ〉

算数数学の表現の使用

・活動の経験

・活助の仕方の理解

・言語的コンテクストの自己組織の

明確化・広がり

・公共化されている算数数学の表現

の使用

・活動の仕方の明確化と価値づけ

・公共的なコンテクストの意識化・

構成

・価値意識及び態度形成

・言語的コンテクストの共有そして

公共化

・公 共的な言語的コンテクストの意

政化

・活動の仕方の理解の共布そして公

共化

・活動の自党とコントロール

・公共的なコンテクストの意識化・

構成

・規範などの社会的コンテクストの

構成

・多層的なコンテクスト構造の構成

・価値意識及び態度形成

・参加構造の構築

話し合い活動などの交流活動

共布そして公共化

ｌ 二

－

１

Ｊ
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ｃａtｉｏｎ ｎｎｄ Ｃｏｇｎｉtｉｏｎ. Ｈ ａｒｖａｒd Uni ｖeｒ81ty Ｐｒｅｓ８. ( 内 田 聖 二 ほ か( 訳) ，『 関 連 性 理 論

一 伝 達 と 認 知 － 』， 研 究 社 出 版 ，1993.) で あ る ．

２) 金 木 良 通((998). 『 数 学 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 脊 成 』． 明 治 図 書 ．

３) 金 本 良 通(2000). 授 業 に お い て11 互 脳 成 的 で あ る も の.|:| 本 数 学 教 育 学 会 第 ３３ 回 数

学 教 竹 論 文 発 表 会 論 文 集 ，10  7･H2.

４)Sfa ｒd, Ａ.(2000).S ｙmboli ｚｉｎｇ Ｍ ａt ｈｅ ｍａしｉｃａｌ Ｒｅａｌｉ砂into Being － Ｏr Ｈ ｏｗ Ｍ ａthe･

ｍ ａtｉｃａＩ Ｄ１８ｃｏｌｒｓｅ ａｎｄ Ｍ ａtｈｅｍａtｉｃａｌ Ｏｂｊｅｃt８ Ｃｒｅａtｅ Ｅａｃｈ Ｏther.　　 ｌｎ Ｐ.Cobb ，

Ｅ.Ｙ ａｃｋｅｌ，＆ Ｋ Ｊ ｌｅＣｌａｉｎ(Ｅｄ８.) ，Sy ｍ ｂｏＵｚｉｎｇ ａｎｄ Ｃｏｍ ｍ ｕｎｉｃａtiｕｇ ｉｎ Ｍ ａtｈｅｍ ａtic ｓ

Ｃ 】ａsｓrｏｏｍ ｓ( ｐｐ.37･98). Ｌａｗr ｃｎｃｃ Ｅｒlba ｕｍ Ａｓｓｏｃｉａtｅｓ.

な お ，Sa ｒd, Ａ. は そ の 後　 “Thinking , ｊ８ Ｃｏｍ ｍ ｕｎｉｏting : Ｈ ｕ ｍａｎ Ｄｅｖｅｌｏｐｍ ｅｎt ， tｈｏ

Ｇｒｏｗt ｈ ｏｆ Ｄｊｇｃｏｕｒｓｅｓ， ａｎｄ Ｍ Ｍ ｂｅｍａtiｘing ″， Ｃａｍ ｂｒidge Uni ｖｃrsit ｙ ＰｒｅＢ８， 2008. に て 体

系 的 論 述 を 行 っ て い る ．

5) ＢａｕｃｒｓMd, Ｈ､(1995) も ， 氏 の 論 文　'･ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｇ ａｍ ｃ８” ill t ｈｃ Ｍ ａtｈｅｍ ａtic ｓ

Ｃｌａｓｓrｏｏｍ : Thei ｒ Ｆｕｕｄｉｏｎ ａｎｄ Ｔ ｈｅｉｒ Ｅ 筒ct ８. １ｎ Ｐ.Cobb ＆ Ｈ. Ｂａｕｅｒｓfeld(Ed ｓ.)，Ｔh ｅ
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Ｅ ｍｅｒｇｅｎｃｅ ｏｆ Ｍ ａtｈｅｍａtica1 Meanillg: lnt ｅｒａｃtｉｏｎ ｈｌ Ｃｌａ８ｓrｏｏｍ Ｃｕltｕｒｅs

(pp.271･291). Ｌａ恥1rｅｎｃｅ　Ｅｒlba ｕｍ Ａｓｓｏｃｉａtｅ８. に て ， 後 期 ウ ィ ト ゲ ン シ ュ タ イ ン 哲 学

に 着 目 し て い る ．

６) 金 本 良 通(2001). あ る 算 数 科 の 授 業 に お け る 意 味 と シ ン ボ ル と コ ミ ュ ニ テ ィ の 相 互

的 構 成 ． 日 本 数 学 教 介 学 会 誌 「数 学 教 育 学 論 究｣ ， Ｖｏｌ.77 ，3･21.

７) 今 井 む っ み の 次 の よ う な 文 献 が あ る ．

今 井 む つ み ・ 針 生 悦 子(2007).｢ レ キ シ コ ン の 構 築 一 子 ど も は ど の よ う に 語 と 概 念 を 学

ん で い く の か｣ ． 岩 波 書 店 ．

今 井 む つ み ・ 佐 治 仲 郎(2010). こ と ば の 意 味 を｢ 習 得｣ す る と は 何 を 意 味 す る の か 一 語

知 心 理 学 か ら の 言 語 発 達 理 論 へ の 賞 献 ． 遊 佐 典 昭( 編) ，T 言 語 と 哲 学 ・ 心 理 学 』

(pp.143･171) ， 朝 倉 書 店 ．

８) 大 谷 実(1999). 豊 か で 数 学 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た め の 学 級 づ く り ． 消 水 節 海

ほ か( 監 修) ・ 金 本 良 通( 編) ，『 生 き る 力 を は ぐ く む 算 数 授 業 の 創 造 ， 第 ６ 巻 ， 数 学 的 な

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き る 子 ど も 』(pp.233･238) ， ニ チ ブ ン ．

９) 井 上 達 夫(1998). 規 範 ． 廣 松 渉 ほ か( 編) ，『 哲 学 ・ 思 想 事 典 』(pp.322･323) ， 岩 波 書

店.

10)Cobb ら の 次 の 研 究 な ど で あ る 。

Cobb, Ｐ.，Ｙａｃｋｅｌ,Ｅ.，＆ Ｗｏｏｄ,Ｔ.(1989). Ｙｏｕng Childr ｅｎ'８ Ｅｍｏtｉｏｎａｌ Ａｃts Ｗ ｈｉｌｏ

Ｅｎｇａｇｅｄ ｉｎ Ｍ ａt】ｌｅｍａtｉｃａ１ Ｐｒoblem Sol ｖing. ｌｎ Ｄ.Ｂ.Ｍ ｃｌｃｏｄ ＆ Ｖ.Ｍ. Ａｄａｍｓ(Ed ｓ.)，

ＡｆＳ ｃt ａｎｄ Ｍ ａtｈｅｍａtｉｃａＩ Ｐｒｏｂｌｅｍ Ｓｏｌｖing (pp.117-148).Sp ｒｉｎｇｅｒ-Ｖｅｒlag.

Ｙａｃｋｅｌ,Ｅ. ＆Cobb,P.(1996).S ・ｃｉｏｍａtｈｅｍａtica 】 Ｎｏrｍs ，Ａｒgｕｍｅｎtａti・ｎ、ａｎｄ

Ａ姑 ｏｎｏｍｙ ｉｎ Ｍ ａtｈｅｍａticｓ. Jo ｕｒnal fbr Ｒｅ６ｅａrｃｈ ｉｎ Ｍａtｈｅｍａticｓ Ed ｕｃａtｉｏｎ，

27(4) ，458･477.

Cobb, Ｐ･，＆ Ｙａｃｋｅ１,Ｅ.(1998). Ａ Ｃｏｎｓtｒｕdi ｖiｓt Ｐｅ・ ｐｅｃtiｖｅ ｏｎ tｈｅ Ｃｕltｕｒｅ ｏｆt ｈｅ

Ｍ ａtｈｅｍａtieg　Clas8｢ ｏｏｌｎ. ｌｎ Ｆ.Ｓｅｅｇｅｒ, J.Voigt ，＆ Ｕ. Ｗａsches ｃｉｏ(Eds.) ，Ｔｈｃ

Ｃｕltｕｒｅ ｏｆ tｈｅ Ｍ ａtｋ ｍａticｓ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍ(pp,169･190). Ｃａｍｂｒidge Uni ｖｅｒｓity Ｐｒｅsｓ.

ll) 参 加 構 造 に つ い て の 研 究 は ， 次 の 論 文 で な さ れ て い る ．

大 谷 実(1997). 授 楽 に お け る 数 学 的 実 践 の 社 会 的 椚 成 一 算 数 数 学 科 の 授 業 を 事 例 に ー ．

平 山 満 義( 編) ，『 質 的 研 究 法 に よ る 授 業 研 究 』(pp.270,285) ，北 大 路 書 房 ．

茂 呂 雄 二(1997). 発 話 の 型 一 教 室 談 話 の ジ ャ ン ル ー ． 茂 呂 雄 二( 編) ，『 対 話 と 知 一 談 話

の 認 知 科 学 入 門 － 』(pp.47･75) ， 新 曜 社.

12) ラ ン バ ー ト. Ｍ.(1995). 真 正 の 学 び を 創 造 す る 一 数 学 が わ か る こ と と 数 学 を 教 え る こ

と ー ． 佐 伯 詐 ほ か( 編) ，『 学 び へ の 誘 い 』(pp,189-234), 東 京 大 学 出 版 会 ．( 原 着:

Ｌａｍｐｅrt,Ｍ.(1990). Ｗ ｈｅｎ tｈｅ Ｐｒob 】ｅｍ ｉｓ Ｎｏt the ｑ ｕｅ８tｉｏｎ ａｎｄ the Sohltion i ｓ Ｎｏt

tｈｅ Ａ二ｎｓｗｅｒ : Ｍ ａtｈｅｍａtical KIlo ｗｉｎｇ ａｎｄ Ｔｅａｃｈｉｎｇ.　Λ ｍｅｒｉｃａｎ Ｅｄｕｃａtｉｏｎａｌ

Ｒｅ８ｅａｒeh Jo ｕrｎａｌ， 27(1),29･63.)

13) Ｎ ＣＴＭ(1991). Ｐｒ０６si ・naI St ａｎｄａｒdｓ lbｒ Ｔｅｎｃ１１１ｎｇ Ｍａtｈｅｍａticｓ. Ｎ ＣＴＭ.

14) 上 野 直 樹(1999).r 仕 事 の 巾 で の 学 習 一 状 況 論 的 ア プ ロ ー チ ー 』． 東 京 大 学 出 版 会 ．
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